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訂正のお願い

前略

　弊社出版物「ハイブリッドカー整備マニュアル」におきまして、誤りがございました。お

詫びするとともに、訂正をお願い申し上げます。

訂正概要

① 本書において、ECB（電子制御ブレーキシステム）のダイアグコード消去方法の参照ペー

ジとして、エンジン制御のダイアグコード消去方法を紹介していました

　正しい消去方法は、下記のとおりです。

ECBダイアグコードの消去方法

　《DLC3 短絡による方法》

　①  IG OFFで、SSTを使用してDLC3 の 13（TC）⇔４（CG）端子間を短絡する。

　　※ 車両停止状態で行う。

　②  IG ONにして、５秒間に８回以上ブレーキペダルを踏み込む。

　③正常コードが出力されていることを確認する。

　※ 本書に掲載の車種のうち、プリウス（11及び 20）の整備書には上記方法の記載は

ない（S2000 及び TaSCAN を使用する）。

② 下記のとおり、訂正をお願い申し上げます。
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注）AC-1：無反応　AC-2：有害な生理的影響なし　AC-3：けいれん性の筋収縮
や呼吸困難の可能性はあるが、心室細動の危険なし　AC-4：心室細動の危険
あり（AC-4-1：約５％以下、AC-4-2：50％以下、AC-4-3：50％を超える）


